
　 災害は「 いつ 」、「 どこ で 」発生する かわかり ま せん 。近

年、大地震や集中豪雨、台風な ど による 災害が全国各地

で 発生し て おり 、いつ小矢部市で 発生し て も お かし く あ

り ま せん 。

　 被 害を 最小 限に する た めに は一人一人 が災害に つ い

て 知り 、日ごろ から 備え 、も し も のと き は慌て ずに 行動

する こ と が重要で す 。

　 防災ガ イ ド で は、災害についての知識や心構え 、事前

にで き る 備え な ど について ま と めて あり ま すので 、家 庭

や地域で 話し 合いを する 際な ど にお役立てく ださ い 。

●地震災害 ………………………………………P 7

…………………………………………P 8●風水害

…………………………………………P 9●土砂災害

●家の避難行動計画 ………………………………P11

●災害情報の入手 …………………………………P1 2

●火災 ………………………………………………P1 3

●家庭における 備え～自助の備え～ ……………P1 4

●地域における 備え～共助の備え～ ……………P1 8

●住まいが被害を 受けたと き ……………………P1 6

●避難 ………………………………………………P 2 0
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　 地震から 身を 守る 最大のポイ ン ト は、普段から の備えと あわてず、落ち 着いた行動です。ケガや火災などの二次災害

を 引き 起こ さ ないためにも 、いざと いう 時の行動を 覚えておき まし ょ う 。

　 緊急地震速報は、地震の発生直後に震源近く で 地震波を キャ ッ チし 、強い揺れが発生する 直前に知ら せる 情報で す。最大震度5 弱以

上が推定さ れる 場合に、テ レ ビ やラ ジ オ 、携帯電話な ど を 通じ て 知ら せま す。緊急地震速報を 見聞き し て から 揺れがく る ま で の時間

は、わずか数秒から 数十秒し かあり ま せん。その短い時間に、身の安全を 守る こ と を 最優先に シ ェ イ ク ア ウト 行動（ し ゃ がむ、隠れる 、

じ っ と する ）を 実施し ま し ょ う 。

※震源に近い地域で は、緊急地震速報が強い揺れに間に合わな いこ と があり ま す。

緊急地震速報が出さ れたら 、身の安全を 最優先に考えた行動を ！！

　 ブ ロ ッ ク 塀・ 門柱・ 自動販売機な ど は倒

れやすいので 要注意。

狭い路地、塀ぎわ、がけや

川べり には近寄ら ない。６

　 避難場所へは徒歩で 避難を 。車は使わ

な い。避難する 前にガ ス の元栓を 閉め、電

気のブ レ ーカ ーを 落と し ま し ょ う 。（ 注）

避難は徒歩で、

荷物は最小限にする。７

　 お 年寄り や身体の不自由な 人、ケ ガ 人

な ど に 声 を か け 、み ん な で 助 け 合 い ま

し ょ う 。

みんなが協力し 合っ て

応急救護を 。８

　 う わさ やデマ に 振り 回さ れず、テ レ ビ

やラ ジ オで 正し い情報を 。

正し い情報を 入手し 、

余震に注意する。９

　 山間部や海岸地帯で 地震を 感じ た ら 、

早めの避難行動を 。

山や海に行っ たと き は、

山崩れ、がけ崩れ、津波に注意する。1 0

　 家具の転倒や落下物から 身を 守る ため

の行動「 し ゃ がむ、かく れる 、じ っ と する 」

を 実施し ま し ょ う 。

まずわが身の安全を 図る。1

　 無理し て 火を 消し に 行く と 、調理器具

が落ち て き て やけど な ど を し たり する の

で 、揺れが収ま る ま で 待ち ま し ょ う 。

無理し て火の始末を し ない。２

３
　 と く に鉄筋コ ン ク リ ート の建物内にい

る と き は、閉めたま ま だと 建物がゆがみ、

出入口が開かな く な る こ と があり ま す。

非常出口を 確保する。

　「 火事だ ！」と 大声で 叫び、隣近所にも

協力を 求め初期消火に努めま し ょ う 。

火が出たら まず消火を 。４

　 外に 逃げる と き は、瓦やガ ラ ス な ど の

落下物に注意し 、落ち 着いた行動を 。

外へ逃げると き はあわてずに。５

揺れが

収まった後

　 大き な地震が発生し たと き 、冷静に対応する のは難し いこ と ですが、一瞬の判断が生死を 分ける こ と も 考えら れま

す。いざと いう 時、「 あわてず、落ち 着いて」行動する ために、行動パタ ーン を 理解し ておき まし ょ う 。

　 災害のと き に地域で協力し て円滑な支援活動を する ために、日ごろ から コ ミ ュ ニケーショ ン を と っ ている こ と がと

ても 大切です。

（ 注）避難し て 家を 空ける と き は、電気器具のコ ン セ ン ト を 抜き 、ブ レ ーカ ーも 切っ て おき ま し ょ う 。ス イ ッ チ が入っ た ま ま 倒れた

電気器具や切断し た電気の配線は、電気が復旧し た 際に火元と な る 可能性があり ま す。

※被害想定は富山県の地震被害想定調査（ 平成2 9 年度）よ り

　 富山県内には、過去に地震を 繰り 返し 起こ し 、将来も 地震を 起こ す可能性のある 断層（ 活断層）がいく つも 存在し て

います。小矢部市周辺にも 断層が存在し 、大地震が発生する 可能性があり ます。

震源と なる断層帯 マグニチュ ード 市内の最大震度 発生リ スク の相対的評価

砺波平野断層帯西部（ 石動断層を含む） M 7 .2 震度7 A（ やや高い）

砺波平野断層帯東部 M 7 .0 震度6 弱 S（ 高い）

邑知潟断層帯 M 7 .6 震度7 A（ やや高い）

呉羽山断層帯 M 7 .4 震度6 強 S（ 高い）

森本・ 富樫断層帯 M 7 .2 震度6 強 S（ 高い）

主な震源と なる断層帯 全壊（ 棟） 半壊（ 棟）

砺波平野断層帯西部
（ 石動断層を 含む）

5 ,2 3 7 7 ,0 4 8

邑知潟断層帯 1 1 ,3 3 1 5 ,4 8 8

呉羽山断層帯 3 4 1 0 ,2 3 9

森本・ 富樫断層帯 8 9 4 4 ,3 4 5
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　 台風や前線などの影響により 大雨が降り 、冠水や河川が氾濫するこ と も あり ます。ハザード マッ プなどを確認し 、自宅や危

険性が高い場所を事前に確認し ておき まし ょ う 。また、大雨が予想さ れる場合は最新の気象情報をこ まめに確認し まし ょ う 。

　 日本列島には毎年多数の台風が接近または上陸し 、強風と 大雨によ り たびたび大き な被害にあっ ています。不要不急の

外出を 控え、最新の台風情報に注意し て被害が出ないよう に備えまし ょ う 。

　 台風の大き さ は「 風速1 5 m / 秒以上の半径」、強さ は「 最大風速」で表さ れています。

氾濫発生

避難判断水位

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

ふだ んの水位

すでに災害が発生し ている 状況です。

命を 守る ための最善の行動を と り まし ょ う 。

こ の水位になる と

避難指示を 発令する 場合があり ま す。

準備し た持ち 出し 品を も ち 、安全な 場所

へ速やかに避難し て下さ い。

こ の水位になる と

高齢者等避難を 発令する 場合があり ます。

避難の準備を 終え、お年寄り や子供を 避難

さ せて下さ い。

気象情報や河川水位の動向

に注目し まし ょ う 。

避難所や避難のタ イ ミ

ン グ 等を 再度確認し 、

避難に備えまし ょ う 。

　 補強する 場所は、雨戸・ 窓ガラ ス・ 塀・ 外まわり の物干し・ アンテナや看板など。接近に時間がある時は、防水シート や角材

なども 用意し ておき まし ょ う 。また、植木鉢は強風で飛ばさ れるおそれがある ので、1 カ 所にまと め、上から ネッ ト を かけて

固定するなど飛散防止対策を 行いまし ょ う 。

　 食料、飲料水、懐中電灯、ラ ジオ、ラ イ タ ー、簡単な医薬品・ 衣料品は揃えて、リ ュ ッ ク に入れておき まし ょ う 。

階級 風速1 5 m /秒以上の半径

大型（ 大き い） 5 0 0 k m 以上8 0 0 k m 未満

超大型（ 非常に大き い） 8 0 0 k m 以上

階級 最大風速

強い 3 3 m /秒以上～4 4 m /秒未満

非常に強い 4 4 m /秒以上～5 4 m /秒未満

猛烈な 5 4 m /秒以上
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　 大雨警報の発表後、実際の降雨量などから 解析さ れた雨量と 土壌雨量指数に基づき 、土砂災害発生の危険性が高まっ た

と き に、富山県と 富山地方気象台が共同で「 土砂災害警戒情報」（ 警戒レベル４ 相当情報）を 発表し ます。

※土壌雨量指数と は、降っ た雨が土壌にど れだけ貯まっ ている かを 雨量データ から 、指数化し たも のです。大雨によ っ て発生する 土石流・ がけ

崩れなどの土砂災害は、土壌中の水分量が多いほど発生の可能性が高く 、何日も 前に降っ た雨が影響し ている 場合も あり ます。

　 住んでいる 場所やその近く にど のよ う な危険がある のかハザード マッ プ で事前に確認し ておき まし ょ う 。

お問い合わせ先　 総務課　 ☎53 -5 837

雨や雪どけ水、地震などの影響によって斜面が

急激に崩れ落ちる 現象で、傾斜が3 0 度以上で

高さ が5m 以上の斜面を対象としています。

土砂や石が水と 一緒になって激しく 流れ下る現

象で、大雨や、地震による土砂崩れなどによって

起こり ます。時速は20～40km にもなり ます。

地下に浸み込んだ水の影響などにより 斜面が

滑り 出す現象です。発生する 時期の予測は困

難で、定期的な観測が必要です。

がけ 崩れ（ 急傾斜地の崩壊） 土石流 地すべり

土砂災害は、大雨や雪ど け 水、地震な ど によ っ て 起こ り ま す
こ のよう な 場所が区域指定の対象と なり ま す

・ がけに亀裂が入る。
・ がけから の水が濁る。
・ 小石がばら ばら 落ちてく る。

前兆現象

・ 急に川の流れが濁り 、流木が混ざっている。
・ 雨が降り 続いているのに、川の水位が下がる。
・ 地震の後、川の水位が下がる。

前兆現象

・ 斜面から 水がふき出す。
・ 地面に亀裂、段差ができる。
・ 樹木が倒れる。

前兆現象

山崩れなどで
荒れている

大きな石が
ごろごろしている

谷の出口が扇状形
になっている

急な流れの
渓流がある

地すべり 区域

浮き石
がある

わき水がある

勾配
30度以上

雨水が集中する

はり だしている
割れ目がある

がけ崩れは一瞬のう ちに起こる。早期の避難が必要。施設

外へ避難する時は、がけから 離れるよう に避難すること 。

土石流は流れてく るスピード が速い。流れてく

る向きに対して直角方向に避難すること 。

施設内避難は土砂災害の危険側と は反

対側の高層階に避難すること 。

区域の指定
　 県では土砂災害防止法に基づい

て地形などの調査を 実施し 、危険

性のある区域を指定しています。

土砂災害警戒区域（ イエローゾーン）

崩壊等が発生し た場合に、住民等の生命または身

体に危害が生じ るおそれのあると 認めら れる区域。

土砂災害特別警戒区域（ レッド ゾーン）

崩壊等が発生し た場合に、建築物に破損が生じ 、住民等の生命ま

たは身体に著し い危害が生じ るおそれのあると 認めら れる区域。

避難方向 避難方向
が
け
崩
れ

土
石
流

土
石
流
・

が
け
崩
れ

避難方向

◀
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

◀
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

◀
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　 小矢部市ハザード マッ プ（ 洪水、土砂、ため池）は市ホームページや国土交通省

W EBサイ ト「 重ねる ハザード マッ プ 」で確認でき ます。「 重ねる ハザード マッ プ 」

は地図の縮尺が変更でき 、確認する 情報の取捨選択が可能など 、平常時に災害リ

スク を 確認する う えで有用です。
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警戒レ ベルと 住民がと る べき 行動

避難のポイ ント

【 警戒レ ベル3 】や【 警戒レ ベル4 】で 、地域の皆さ んで 声を かけあって 、安全• 確実に避難し まし ょ う 。

すでに災害が発生、または切迫し た状況です。
命の危険がある ため、ただち に身の安全を 確
保し ましょ う 。

緊急安全確保※1

（ 市が発令）

速やかに危険な場所から 全員避難し ましょ う 。
公的な避難場所までの移動が危険と 思われる
場合は、近く の安全な場所や、自宅内のより 安
全な場所に避難し ましょ う 。

皆さ んがと るべき行動 避難情報など警戒レベル

〈 警戒レ ベル4 まで に必ず避難！〉

警戒レ ベル5
命の危険

直ちに安全確保！

警戒レ ベル4
危険な場所から

全員避難

警戒レ ベル３
危険な場所から

高齢者などは避難

警戒レ ベル2

警戒レ ベル1

避難に時間を 要する人（ ご高齢の方、障害のあ
る方、乳幼児など）と その支援者は危険な場所
から 避難し ましょ う 。
その他の人は、避難の準備を整えましょ う 。

避難に備え、ハザード マッ プなどにより 、自ら の
避難行動を確認し ましょ う 。

災害への心構えを高めましょ う

避難指示※2

（ 市が発令）

高齢者等避難※3

（ 市が発令）

大雨注意報
洪水注意報など
（ 気象庁が発表）

早期注意情報
（ 気象庁が発表）

気象情報など

警戒レベル5 相当情報
大雨特別警報
土砂災害の危険度分布

（ 災害切迫）

など

警戒レベル4 相当情報
土砂災害警戒情報
土砂災害の危険度分布（ 危険）
氾濫危険情報

など警戒レベル3 相当情報
大雨警報
土砂災害の危険度分布（ 警戒）
洪水警報

など
警戒レベル2 相当情報
大雨注意報
洪水注意報
土砂災害の危険度分布

（ 注意） など

（
国
土
交
通
省
・
気
象
庁
・
都
道
府
県
が
発
表
）

高

低

災
害
発
生
の
危
険
度

※1 市が災害の状況を確実に把握できるも のではない等の理由から 、警戒レベル5は必ず発令さ れる情報ではあり ません。

※2 避難指示は、こ れまでの避難勧告のタ イミ ングで発令さ れること になり ます。

※3 警戒レベル3は、高齢者等以外の人も 必要に応じ 普段の行動を見合わせ始めたり 、避難の準備をし たり 、危険を感じ たら 自主的に避難する

タ イミ ングです。

　 土砂災害は発生箇所及び 時期の正確な 予

測が困難で す。身の危険を 感じ た 場合は、避

難情報を 待たずに早めに避難し まし ょ う 。

早めの避難を 心がけまし ょ う

　 非常用持出品はリ ュッ ク サッ ク 等

にま と めて おき まし ょ う 。ま た 、内容

を 定期的に確認し まし ょ う 。

非常持出袋の準備を

　 日 頃 か ら 地 域 のコ ミ ュ ニ ケ ー

ショ ン を と り 、避 難の 際は 地 域 で

声を かけあいまし ょ う 。

避難は地域で 助け 合って

　 持ち 物 は最 低 限と し 、両 手は自由に

動かせる よ う にし まし ょ う 。

　 ま た 長靴で はなく 履き 慣れた 運 動靴

で 避難し まし ょ う 。

避難は動き やすい 格好で

　 災害時には危険 箇所には近寄

ら ず 、早く 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等

の 外 に 出 ま し ょ う 。土石 流 は ス

ピード が速いため、土砂の流れる

方向と は直角に避難し まし ょ う 。

逃げ 方を 確認し まし ょ う

　 ひと り 暮ら し や災害時

に 支援が必要な 高齢 者・

体 の 不 自 由 な 人 な ど の

避 難に は、地 域のみん な

で 協力し まし ょ う 。

ひと り 暮ら し や要配慮者の方はいま すか

　 土砂災害から は立退き 避難が原

則で すが、安 全に 避 難で き な い 場

合は2 階で 崖の反 対側な ど 少し で

も 離れた 場所へ移動し まし ょ う 。

逃げ遅れた 場合には

　 テレ ビ 、ラ ジ オ 、イ ン タ ーネッ ト 等

で 最新の気象情報や災害情報、避難

情報を 積極的に入手し まし ょ う 。

積極的な 情報収集を

　 避 難 所で は マ ス ク を 着 用し

て 、こ ま め に 手 洗 い や 消 毒し 、

密 を 避 け て 感 染 症 を 予 防し ま

し ょ う 。

避難所で の過ご し 方

　 ペッ ト を 連れて避難さ れる人（ 同行避難）

は避難所へ受入れ可否を 事前に確認し 、避

難所で は係員の指示に従いまし ょ う 。

ペッ ト と の避難
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自宅が家屋倒壊危険エ リ ア に あ る

名前： （ 電話 ）

□はい □いいえ

〇自宅の状況を 確認 自宅の危険性について ハザード マ ッ プ から 確認し ま し ょ う 。

必要なも のを

準備し ましょう 。

□拠点避難所　 □浸水想定区域外に あ る 親戚・ 知人の自宅　 □近く の頑丈な 建物

□自宅の浸水し な い場所(２ 階な ど )　 □そ の他

□水・ 食料

□ヘルメ ッ ト

□レ イ ン ウェ ア

□懐中電灯

□着替え（ 下着、おむつ）

□タ オル

□テ ィ ッ シ ュ

□携帯電話・ 充電器

□モ バイ ルバッ テ リ ー

□携帯用ラ ジ オ

□メ ガ ネ

□保険証

□常備薬（ お薬手帳）

□女性用衛生用品

□乳幼児用品（ ミ ルク 等）

□洪水ハザード マ ッ プ

□

□

□

□

□

□

□

□

平常時の確認事項

浸水深： 　 　 　 　 　 　 　 ｍ

〇避難する 場所

避難する場所： 避難する 場所までの移動時間： 　 　 　 　 分

名前： （ 電話 ）〇避難する 際に  支援し てく れる 人

気に掛ける 人

〇避難を開始するタ イ ミ ング □自宅が家屋倒壊危険エリ アにある

□小さ な子供や身体の不自由な方など避難に時間を要する

警戒レ ベル３

高齢者等避難

警戒レ ベル４

避難指示

□上記以外で、自宅が浸水想定区域内にある

気象・ 行政の情報 避難のポイ ン ト

◎台風予報

・ 大規模な台風の予報

◎台風に関する 気象情報

◎大雨・ 洪水注意報

豪雨災害のおそれに関する
気象庁の緊急会見

◎大雨・ 洪水警報

◎河川が避難判断水位に到達

警戒レベル３
高齢者等避難を発令(緊急速報メ ール)

◎河川が氾濫危険水位に到達

警戒レベル４

・ 避難指示を発令(緊急速報メ ール)

◎大雨特別警報(緊急速報メ ール)

◎台風上陸

◎氾濫発生

警戒レベル５

河川が氾濫(緊急速報メ ール)

実際に避難するために必要なこ と を考えまし ょ う 。

□ 持ち 出し 品の準備

□ 家電・ 家具などの2 階への移動

□ 自宅の浸水対策

□ 避難場所の確認

□ 情報入手手段の確認、登録

□ ペッ ト を 預ける

□

□

□

避難する際の注意点を考えまし ょ う 。

□ 避難所の開設状況の確認

□ 持ち 出し 品の確認

□ レ イ ン ウェ アの着用

□ スニーカ ーの着用（ 長靴は水が入る ため避難行動が困難）

□ 電気ブ レ ーカ ー、ガスの遮断

□ 暗く なる 前の避難

□ 警戒レ ベル3 が発令さ れたら 、避難に時間を 要する 人や支援者は避難を 開始

□ 避難する 場合は、近所への声掛け

□ 警戒レ ベル4 が発令さ れたら 、全員避難

□ 避難場所へ避難でき ない場合は、2 階へ避難（ 垂直避難）

□ 避難の状況を 家族や親戚等に連絡・ 伝言（ 1 7 1 番災害伝言ダイ ヤル等）

□

□

こ こ までに避難を完了

□ 避難が完了し ていない場合は、直ち に避難を 開始

□ 外へ避難する こ と でかえっ て命の危険がある 場合は、建物内の安全な場所に

　  と ど ま り 、命を 守る 最善の行動を 実施

□ 自分の状況を 家族や親戚などに連絡

■ 家族や親戚の情報０
時
間

1 2 時間前

2 4 時間前

３ 日前

平
常
時
に
考
え
て
お
く
こ
と

雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
こ
と

身
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
時
期

避
難
行
動
を
開
始
す
る
時
期
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　 小矢部市公式LI N Eで は、「 防災メ ニ ュ ー 」を

設 置し て い ま す 。ま た 、受 信 設 定 で「 防 災 」 に

チェ ッ ク を 入れていた だく と 、市防災・ 緊急メ ー

ルを メ ールの配信と 同時にト ーク上で 受け取る

こ と がで き ます。

　 防災行政無線は、非常時に市内6 7 か所に整備し た 屋外拡声子局（ スピーカ ー）を 通じ て正確な 情報を 一

斉送信する ほか、全国瞬時警報システム「 Jアラ ート 」と も 連動し 、緊急地震速報や弾道ミ サイルなどの武力

攻撃の際にも いち 早く 情報を 提供し ます。

　 また 、小矢部市では防災行政無線で 放送さ れた内容を 電話で 確認で きる「 防災行政無線電話応答サービ

ス 」を 行っています。サービ スをご 利用さ れる 場合は、以下の番号にお電話を おかけく ださ い。

☎0 12 0 -2 6 4 -9 9 9（ 無料）

　 災害時の情報等はさ まざ まな方法でみなさ んに伝達さ れます。情報の伝達方法を 確認

しておき まし ょ う 。また、事前登録が可能なも のについては登録しておき ましょ う 。

ホームページ（ 災害や気象情報を 収集で き ま す）

結ネッ ト

　 地域の情報を 受け取るこ と ができるスマート フォンアプ

リ 。町内会の電子回覧板としての使用やイベント の出欠連

絡、災害時は安否確認システムとして機能し ます。

　 大災害に際し 、被災地と の通話が困難になった

場合、災害用伝言ダイヤルが提供さ れています。

1 7 1
を ダイ ヤルし た 後、
ガイダンスに従ってく ださ い。

1 7 1

災害用伝言ダイヤル

　 国や地方公共団体が配信する災害・ 避難情報を 、回線混

雑の影響を 受けずに特定エリアヘ一斉配信し ます。

緊急速報メ ール（ エリ アメ ール）

気象庁・ 国・ 地方公共団体 携帯電話会社 市民のみなさ ん

N TT
ド コモ

au ソフト
バンク など

富山県土砂災害警戒情報支援システム
【 パソ コ ン 】h ttp： //w w w .sa b o .p re f. to ya m a . l g . j p

【 携帯電話】h ttp： //w w w .sa b o .p re f. to ya m a . l g . j p /m

気象庁 気象情報（ 注意報・ 警報など）

h ttp： //w w w .j m a .g o .j p /j m a/m enu/

m enu flash .h tm l

メ ール（ 災害情報が配信さ れま す）

防災・ 緊急メ ール配信サービス

LIN E

　 小矢部市では市内の気象情報や水防警報、その他

の緊急を 要する 情報を 電子メ ールでお届けし ていま

す。配信を 希望する 場合は、下記のと おり お申し 込み

く ださ い。

　 右のQ Rコ ード を 読み取るか、下記アド レスまで 空

メ ールを 送信してく ださ い。受信し たら 自動的に利用

申し 込み受付メ ールが返信さ れます。

b o usa i.o ya b e -city@ ra id e n .k ta iw o rk .j p
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階段 リ ビング 寝室

台所 寝室

就寝に使用す

る 部屋がある

階の階段の天

井ま たは壁に

設置し ます。

就寝する

部屋に取り

付けます。

「 1 1 9 」のかけ方覚えておこ う !

火元によ っ て消火方法が異なる覚えておこ う !

早く 知ら せる行動1

早く 逃げる行動 3

初期消火行動 2

も し 出火し たら・・・

　 火災による 被害を なく すためには、火災が起きる原因を 知り 、日頃から 注意するこ と 、

そし て万が一、出火し た時にどのよう に行動すべき か覚えておく こ と です。火災による 被

害を 少なく し ていく ために、家族、地域ぐる みで 防火意識を 高めていき まし ょ う 。

●  大き な 声 で「 火事だ ー！」と 叫び 、隣 近 所に 知ら せ

る 。声が出な いと き は、非常ベ ルを 鳴ら すかやかん

やなべな ど 音が出る も のを た たく 。

●  ど ん な に 小さ な 火事で も 必ず

11 9 番通報する 。

※安全な場所に避難してから 通報する。

　 災害地点を 確認する のに時間がかかる 傾向があり ま す。

携帯電話から 通報する と き は、次の点に注意し てく だ さ い。

◎所在や目標を 確かめて から 通報を

◎自動車から の通報は、安全な 場所に停車し て から

◎途中で 切れな いよう に注意を

◎高速道路で は災害地点を 正確に伝える

❶火災で ある こ と を 伝える

❷災害現場の場所（ 住所）

❸何が燃えて いる か

❹けが人や逃げ遅れて いる 人がいるか

● 火がまだ横に広がっているう ちは消火が可能。

● 消火器や水だけでなく 、毛布など 手近なも のを 利用する 。

● 油 な べに 水を かける の

は厳禁。

●消火器は離れた 位置か

ら なべの全面を 覆う よう

に向け噴射する 。

● 消 火 器 が な い 場 合 は 、

シーツ やバスタ オルを ぬ

ら し て 手前から かぶせ、

空気を 遮断する 。

カ ーテン・ ふすま・ 障子

●カ ー テ ン は燃え 広がる

前に 水を かける 。で き れ

ばレ ールから 引き ち ぎり

消火する 。

●ふすまや障子など はけり

倒し て 、踏み消す 。そ の

後、水を かけ てし っ かり

消火する 。

スト ーブ

●消火器は直接火元に 向

けて噴射する 。

● 消 火 器 が な い 場 合 は 、

シーツ や毛布など を ぬら

し て手前から すべら せる

よ う にかぶせ、空気を 遮

断する 。

たばこ

● 寝 た ばこ な ど に よ り 布

団な ど の綿 製 品が焦げ

た 場合は、消し た つも り

で も 見えないと こ ろ に火

種が残り 、再び 燃え だ す

こ と がある ので 、浴槽な

ど につけ完全に消す。

　 本当に 恐ろ し い のは煙で

す!ぬら し たタ オルやハン カ チ

な ど で 口と 鼻を 覆いな がら 、

低い姿勢で 避難し まし ょ う 。

●  天 井ま で 火 が 燃 え 広 がっ た ら 消 火は困 難。無 理

せず早めに 避難する 。

●  可能な ら ば、燃えて い る 部屋の窓やド ア を 閉め 、

空気を 遮断し て から 避難する 。
安 全ピ ン に

指をかけ、上

に引き抜く

ホースを は

ずし て 火元

に向ける

レ バ ー を

強く 握って

噴射する

❶ 火の風上にまわり 、風上から 構える

❷ やや腰を落として、低く 構える

❸ 炎を狙う のではなく 、火の根元を掃く よう に左右に振る

※屋内で使用する場合は、避難場所を確保してから 使用する。

　 住宅用火災警報器は、一般的には電池で 動

いて いま す。火災を 感知する ために常に作動

し ており 、その電池の寿命は約1 0 年と さ れて

いま す。住宅用火災警報器が適切に機能する

ためには適切な 維持管理が重要です。

　「 いざ 」と いう 時に住宅用火災警報器が適

切に作動する よう 、火災予防運動の時期な ど

に 、定期的に作動確認を 行い 、適切に交換を

行う よう に習慣づけまし ょ う 。

住宅用火災警報器の定期的な

作動確認をし ていますか？

通報時に伝える 内容は、下記を 参考に。

携帯電話から 通報する 場合

❺かけて いる 電話番号

❻通報者の名前

電気器具

●いき なり 水を かけると 感

電の危険がある 。コ ン セ

ン ト かブ レ ー カ ー を 切

り 、消火器で 消火する 。

衣類

●着衣に火がついたら 、あ

わて ず 走ら ず 水 道 水な

ど 身近な 水で 消火する 。

水がな い屋外で は、地面

を 転げ回って消火する 。

消火器の使い方

消火器の構え 方

1 2 3

　 すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けら れています。

家族の命や財産を 守るために、住宅用火災警報器を 設置し まし ょ う 。

台所の設置義務はあり ませんが、取り 付けをおすすめし ます。

コ ンロ
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ローリ ングスト ッ ク と は

　 自分の身は自分で守る「 自助」が災害対策における基本です。物流やライフ ラインが途絶

えた時のために食料、物資等の確保や、家具の転倒防止など、自分自身を 守るための対策を

行っておきましょ う 。

災害復旧まで自力で 生活するための用意をし ます。できるだけ７

日分以上（ 最低でも３ 日分）の備えをしておき まし ょ う 。日常生活

の中で、備蓄し た水や食料を 使いまわすこと（ 循環備蓄）で賞味期

限を 気にすること なく 、備蓄すること ができます。

□非常食（ アルフ ァ 米）

□非常食（ レト ルト 食品）

□非常食（ 缶詰など）

□飲料水（ 1 人1 日3 ㍑以上）

□ヘルメ ッ ト・ 防災ずき ん

□携帯ラ ジオ

□懐中電灯

□予備電池

□救急医薬品

□常備薬・ お薬手帳

□ろう そく ・ ラ ンタ ン・ LED ラ イ ト

□ラ イ タ ー・ マッ チ

□ナイ フ・ 缶切り・ 栓抜き

□ティ ッ シュ

□ウエッ ト ティ ッ シュ

□ビニール手袋

□ボディ ペーパー

□石けん

□マウスウォ ッ シュ

□衣類・ 上着・ 下着

□女性用生理用品

□防寒着

□スリ ッ パ（ 内履き）

□タ オル

□ビニール袋

□ゴミ 袋

□ラ ッ プ

□使い捨て食器

□体温計

□消毒液（ 手指消毒用）

□マスク

□携帯電話の充電器

□モバイ ルバッ テリ ー

□非常用ト イ レ

□ブルーシート・

　 レジャ ーシート

□貴重品

□現金

□カ セッ ト コ ンロ・ カ セッ ト ガス

□工具類（ バール、のこ ぎり など）

□軍手

□洪水ハザード マッ プ

ローリ ング
スト ッ ク

「 必要な も のを 必要な 分だ け 」を

実践し 続けるため、普段食べてい

る レト ルト 食品や飲み物を 賞味

期限前に消費し 、消費し た分を 新

し く 補充し ていく 方法です。

消費し た 分

を 買い足す

補完し たも のを まと めて

管理

日付の古いも のから こ ま

めに消費

　 非常用備蓄品はマニュ アルど おり のも のを そろえるだけでは足り ません。家族の人数分を そろえるこ と はも ちろ

んですが、家族構成に合わせた準備が大切です。子ども がいる家庭では、子ども の年齢によって必要なも のが変わ

るので定期的な見直し も 必要です。

乳幼児がいる家庭

ミ ルク（ 粉・ 液体）、ほ乳びん、おむつ、おし り ふ

き 、離乳食、スプーン 、洗浄綿、バスタ オルまたは

ベビー毛布、ガーゼまたはハン カ チ、バケツ 、ビ

ニール袋、石けんなど

妊婦がいる 家庭

脱脂綿、ガーゼ、さ ら し 、洗浄綿、新生児用品、

ティ ッ シュ 、新聞紙、石けん、母子手帳など

介護が必要な 高齢者等がいる 家庭

着替え、おむつ、おし り ふき 、ティ ッ シュ 、補助具

（ 杖など）、常備薬、障がい者手帳など

ペット がいる家庭

飲用水・ ペット フ ード（ 最低１ 週間分）、名札・ 鑑札

（ 飼い主氏名、連絡先記入）、医薬品、リ ード 、首

輪、ケージなど
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一時避難所

避難所

名前

電話番号

メ ール

名前

電話番号

メ ール

安否情報を取り 次いでく れる人

（ 遠方の親戚や友人）の連絡先

緊急のと きの我が家の

主要連絡先

我が家の緊急時の

避難（ 集合）場所

家族で防災会議をしましょう 年　 　 　 月　 　 　 日

我が家の災害時連絡先リ スト

　 災害が起きたと き 、まず心配になるのは家族の安否です。多く の場合、仕事や学校などで日中離れて生活しています

が、そんなと き のために連絡方法や集合場所などを 決めておく と 安心です。災害時は通信回線がつながり にく く なり ま

す。複数の通信手段を 使っていずれかの方法で連絡が取れる準備をしておく こと が大切です。

≪自宅の安全点検≫

　 地震が起き たと き に気を つけたいのは家具の転倒・ 落

下です。強い揺れによって部屋の中の家具は凶器と なって

襲ってきます。

　 また、倒れた家具がド アなど をふさぐこ と で 避難が遅れ

てし まう こ と になり ま す。重い

家 具 は 転 倒 防 止 金 具 な ど で

し っ かり 固定し 、人の上に倒れ

てきたり ド アなど を ふさ がない

よう に向きを 変えるなどの工夫

をしてみまし ょ う 。

家具の転倒・ 落下を 防止し まし ょ う

問い合わせ　

都市建設課

☎5 3 -5 8 4 5

　 過去の地震による建物倒壊などの被害は、昭和5 6 年５

月以前の住まい（ 旧耐震基準の住宅）に多く 生じ ていま

す。こ れら の住まいについて、耐震診断や耐震改修の補助

を 実施しています。

　 補助について 詳し

く はP8 0

既存住宅の耐震改修
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　 住ま いが災害によ り 被害を 受けた と き は、あま り のシ ョ ッ ク に、何から 手を 付けた ら いいか

わから な く な る かも し れま せん。被災さ れた 方が一日も 早く 日常の生活を 取り 戻せる よ う 、行

政も 様々な 支援に動き 出し ま す。そ の支援を 受ける た めに も 、被害状況を 写真で 記録する よ う

お願いし ま す。

カーテンは防炎加工のも のに。

ガラ スには飛散防止フィ ルム

を貼る。

冷蔵庫は倒れないよう に金具

などで固定する。

家具の上に重いも のや壊れやすいも のを置かない。

飛び出し 防止の桟（ さ ん）

背の高い家具は支え棒やL型

金具で固定する。

テレビ はできるだけ低い位置

に置き 、柱などに固定。

二段重ね式の家具はつなぎ目

を金具で連結する。

スト ーブ は対震自動消火装置つき のも のを 。

また、周囲に燃えやすいも のを 置かない。

本棚はL型金具など で 固定す
る 。重いも のは下に、軽いも の
を 上にする 。

屋根瓦やアン テナを 点検し 、危険
なも のは固定するか、専門業者に
依頼して修理、交換する 。

外 壁は、モ ルタ ルに 亀 裂 が
ないか。板壁に腐り や浮き が
ないか。

窓ガラ スにひび割れ、窓わく
のガタ ツキはないか。

ベラ ン ダ を 整理整頓し 、落下
する 恐れのあ る 植木 鉢な ど
は内側に置く 。

ブ ロ ッ ク 塀や門 柱は鉄 筋の
入っていな いも の、基礎の弱
いも のは倒れて危険。
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そ れでも 鳴ら な いと き は電池切れもし く は故障が考えら れます。取扱説明書を ご 確認の上、電池や機器本体の交換を おこ なっ てく ださ い。

火災で 重要な のは早期発見です！しっ かり メ ンテ ナン スし 自分、家族の命を 守り ましょう！

　 家などの被害状況を 写真に撮っ ておく と 、罹災・ 被災証明書の取得や保険の請求の際など に役立ち ます。

　 ポイ ン ト は家の中と 外を 撮る こ と です。

　 罹災・ 被災証明書と は、自然災害等によ り 損傷のあっ た建物等の被害状況を 証明する も のです。被災者生活再建支援制度等の申請や

保険の請求に必要と なり ます。

※火災の場合は申請し た 時点で 、被害状況の調査が終了し て いる 場合が

あり ま す。

・ 災害援護資金

・ 緊急小口資金　 な ど

家の外部の写真の撮り 方

罹災証明書で 受けら れる 被災者支援措置（ 一例）

・ な る べく ４ 方向から 撮る 。

・ 浸水し た 場合は浸水の深さ も 分かる

よ う に撮る 。（ メ ジ ャ ーな ど 比較で き

る も のと 一緒に撮る な ど ）

内部の写真の撮り 方

・ 被災し た部屋ご と の全景を 撮る

・ 被害箇所の「 寄り 」の写真を 撮る 。

・ キッ チ ン や洗面台な ど の住宅設備、家電な ど の被害状況も 撮っ て おく 。

・ 自転車、物置、農機具な ど の被害状況も 撮っ て おく 。

被害を 受け た すべて

の箇所の写真を 撮り

まし ょ う 。

問い合わせ先　 総務課　 ☎5 3 -5 8 3 7

　 　 　 　 　 　 　 　 砺波地域消防組合小矢部消防署　 ☎0 7 6 6 -6 7 -0 1 1 9火災の場合は▶

被災から 支援制度の活用ま で の流れ

①

申
請

②

被
害
状
況
の
調
査

③

罹
災
・
被
災
証
明
書
の

交
付

④

各
種
被
災
者
支
援

制
度
の
活
用

給付 融資

・ 被災者生活再建支援金

・ 義援金

・ 災害弔慰金　 な ど

・ 災害救助法に基づく 応

急仮設住宅

・ 住宅の応急修理　 な ど

減免・ 猶予 現物支給

・ 税金

・ 保険料

・ 公共料金等の支払い

　 な ど

出典： 政府広報オンラ イ ン

▶ 警報器の引きひも を引っ 張ってく ださ い。
▶ 引きひも がついていなければテスト ボタ ンがついています。

　 テスト ボタ ンを押してく ださ い。

住宅用火災警報器の

寿命は約10 年です！

音が鳴れば正常に 動いて いま す。音が鳴ら な いと き は電池を セッ ト し な おし て みまし ょ う ！ 

砺波地域消防組合管内の災害発生情報を 電話でお知ら せし ています。

ご 利用さ れる 場合は、以下の番号にお電話をおかけく ださ い。

☎0 7 6 3 -3 2 -9 9 9 9
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災害時にすべき こ と は？

　 大規模災害が発生し たと き は、防災機関が十分に対応でき ないおそれがあり ま

す。そんなと きに頼り になるのが、地域での助け合いである「 共助」です。日ごろから

防災訓練などの行事に参加すること が、自分の家族や家を 守ること に繋がり ます。

　 自主防災組織と は、「 自分たち の地域は自分たち で守る 」と いう 自覚、連帯感に基づき 、自主的に結成す

る 組織のこ と で、災害によ る 被害を 予防し 、軽減するための活動を 行う 組織を いいます。

　 災害時には、家屋等の下敷き になる 人やけが人の発生、出火など、さ まざまな事態が発生する 恐れ

があり ます。公共機関と 連絡を 取り 合いながら 、地域のみんなで力を 合わせて活動し まし ょ う 。

　 災害に関する 正し い情報を 住民に伝達し ま

す。ま た、地域の被害状況や火災の発生状況を

と り まと めます。

情報の収集・ 伝達1
　 大災害時には多数の負傷者が出る

た め、す ぐ に 医師に よ る 治療が受け

ら れる と は限り ま せん。そ の場合は

応急手当て を 行い、救護所（ 拠点避難

所等）へ搬送し ま し ょ う 。

医療救護活動5

　 住民を 避難所な ど の安全な 場所に

誘導し ま す。避難経路は災害の状況

に よ り 変化し ま す ので 、日ご ろ から

危険個所を 把握す る な ど 、正確な 情

報に基づき 誘導を し ま し ょ う 。

避難誘導6

　 食料や水、応急物資な ど を 配分し

ま す。ま た、必要に応じ て 炊き 出し な

ど の給食、給水活動を 行いま す。

給食・ 給水活動7

　 災害が発生し た場合は町内の各家庭が無事

かど う か確認し ます。

（ 例）

安否確認2

　 負傷者や倒壊し た家屋な ど の下敷き にな っ た

人た ち の救出・ 救助活動を 身近な 工具（ ジ ャ ッ

キ・ バール・ のこ ぎり など ）を 利用し て 行います。

ただし 、救出作業は危険を 伴う 場合があり ま す

ので、二次災害に十分注意し てく ださ い。

救出活動3

　 日ご ろ の出火防止のための活動や、初期消火

活動を 行います。ただし 、消防署や消防団が到着

する ま で の間、火災の拡大延焼を 防ぐ のが基本

です。決し て無理はし ないよ う にし まし ょ う 。

防火・ 消火活動4

玄関先に掲げら れた家族

全員無事を 示す「 黄色い

タ オ ル」を 町内会役員等

が確認し 、掲げら れて い

な い家庭を 個別訪問し 、

安否を 確認し ます。

結 ネ ッ ト を 災 害 時

モ ー ド に 切 り 替 え

て、ス マ ー ト フ ォ ン

を 利用し た安否確認

を 行います。

　 災害が発生し 、拠点避難所が開設

さ れた 場合は、避難所運営マ ニ ュ ア

ルに基づき 避難所の自主的な 運営を

行いま す。

避難所の開設・ 運営8

スマート フ ォ ンアプリ
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・ 複数の人で対応し ます。

・ 緊急のと き はおぶっ て避難し ます。

・ リ ヤカ ー等も 活用し まし ょ う 。

●災害のと き 配慮が必要な人に

　 優し く 接し まし ょ う

　 突然起き る 災害のと き に大き な 被

害を 受けやすいのは要配慮者と 呼ば

れる 人たち で す。要配慮者と は、高齢

者や子ど も 、障がいのある 人、外国人

など 配慮が必要な人たち のこ と です。

いざ と いう と き は地域のみんな で 協

力し て要配慮者を支援し まし ょ う 。

●要配慮者になっ たつも り で

　 避難経路の点検を

　 目や耳の不自由な人や外

国人に向けた警報・ 避難方

法が正し く 伝え ら れる の

か、放置自転車な ど の障害

物は無いかな ど 、日ご ろ か

ら の点検が大切です。

●避難する と き はし っ かり

　 誘導する

　 一人の避難行動要支援者※に複数

の住民が支援する など 、具体的な救

援体制を 決めて おき ま し ょ う 。隣近

所での助け合いがと ても 有効です。

※要配慮者のう ち 、避難する 際に特

に支援が必要な人を避難行動要支

援者と いいます。

●困っ たと き こ そ温かい気持ち で

　 非常時こ そ、不安な状況に置かれている 人に

優し く 接する こ と が必要です。困っ ている 人や

要配慮者には思いやり の心を 持っ て 支援し ま

し ょ う 。

●日ごろ から 積極的な

　 コ ミ ュ ニケーショ ン を と り まし ょ う

　 災害のと き に円滑な支援活動を する ために、

日ご ろ から コ ミ ュ ニケーシ ョ ン を と っ て いる

こ と がと ても 大切です。

高齢者や負傷者

・ 杖を 持つ手と 反対側の肘の辺り に

軽く 触れる か、腕や肩を 貸し て半歩

く ら い前を ゆっ く り 進みま し ょ う 。

・ 階段な ど の障害物を 案内し な がら

進みまし ょ う 。

目の不自由な人

・ 口を 大き く 動かし 、はっ き り と 話し

まし ょ う 。

・ 身振り や筆談な ど で 正確な 情報を

伝えまし ょ う 。

耳が不自由な人

・ 身振り や手振り で話し かけ、孤立さ

せないよ う にし まし ょ う 。

外国人

・ 階段では二人以上で支援し ます。

 上り は前向き 、下り は後ろ 向き で移動する と 安全です。

・ 支援者が一人の場合はおぶいひも など を 利用し 、 おぶっ て避難し まし ょ う 。

車いすを 利用し ている 人

　 市では、災害時の避難誘導等の支援や安否確認を 迅速かつ円滑に行う ため、避難行動要支援者名簿を 作成し 、平常時か

ら 地域で助け合う 体制づく り をすすめています。

　 この名簿は、消防署、警察署、市社会福祉協議会、自主防災組織（ 町内会）などの避難支援等関係者に提供し ます。（ 個人

情報は適切に管理し 、避難支援に関わる目的以外には使用し ません。）

　 また、要支援者を支援する人や普段いる部屋、避難方法を記載し た個別避難計画を 作成し 、逃げ遅れを防ぎましょ う 。

お問い合わせ先　 制度に関するこ と 　 　 　 　 総務課　 　 　 ☎53 -58 37

　 　 　 　 　 　 　 　 名簿の登録に関するこ と 　 健康福祉課　 ☎67 -86 05 　 　 社会福祉課　 ☎6 7-86 01

普段から 、バッ グの中にも 急場がし のげる必要最小限の防災グッ ズを携帯し たいものです。外出中の災害で、エレベータ ー等に閉じ 込めら れる

場合も 想定し 、携帯ト イレ、暑さ や寒さ をし のぐ 小物、お菓子等も用意し たいものです。

内閣府H P「 防災情報のページ～特集　 災害の備え、何をし ていますか～」より 加工編集し て作成（ h ttp ://w w w .b o u sai .g o . j p /koh ou /ko u h ou bou sai/h 22/09/sp ecia l _ 01 .h tm l ）

防災グッ ズは、いつも 携帯

●ゼリ ー飲料　 ●非常食（ お菓子等）　 ●扇子（ 夏季の暑さ 対策）　 ●ティ ッ シュ 　

●ウエット ティ ッ シュ 　 ●除菌剤　 ●マスク 　 ●大判のハンカチ　 ●笛　

●非常用覚書（ 貴重品リ スト 等）　 ●我が家の防災マニュアル　 ●煙フ ード ※

●簡易ト イレ　 ●懐中電灯と 乾電池　 ●身分証明書　 ●筆記具　

●携帯電話と 充電器　 ●現金（ 紙幣と 硬貨）

携帯防災グッ ズ災
防

豆
の

識
知

※煙フ ード は耐熱温度が400℃程度。煙の温度が高く ない火災の初期段階には有効
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　 大地震や風水害など の災害が発生し 、建物内にと ど まる こ と が危険な状態になっ た場合は、落ち 着

いてすばやく 避難する 必要があり ます。その際には、高齢者や障がい者など の要配慮者の安全確保を

念頭に置き 、声掛けなど 近隣で協力する こ と が大切です。

一時的避難場所

（ 公園等）

地域拠点避難所

高齢者等避難（ 警戒レ ベ ル３ ） 避難指示（ 警戒レ ベ ル４ ） 必要に 応じ て

必要に 応じ て

高齢者な ど

避難に時間が

かかる 場合

引き 続き

自主避難所に滞在

地
震
の
と
き

水
害
の
と
き

自宅

自宅

福祉避難所

地域拠点避難所
基幹避難所

指定避難所

福祉避難所

自主避難所

（ 公民館）

必要に 応じ て

・ 在宅避難

・ 親せき 、知人宅等

（ 令和８ 年４ 月１ 日現在）

基幹避難所

指定避難所

施設名称 区分 所在地

災害別区分
指定

避難所
備考

地震 土砂 洪水
大規模
火災

市民体育館 屋内 城山町1 番1 号 ○ ○ ○ ○ ○

市民交流プラ ザ 屋内 城山町1 番1 号 ○ ○ ○ ○ ○

石動中学校
グラ ウンド 屋外

観音町4 番6 号
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

第1 児童公園 屋外 小矢部町3 2 番地 ○ ○ × ○

石動き ら り こ ども 園

遊技場 屋外

畠中町9 番1 0 号

○ ○ × ○

屋内 ○ ○
○

2階以上
○ ○

小矢部河川公園 屋外 西福町3 4 0 9 番地 ○ ○ × ○

武道館
駐車場 屋外

泉町2 番3 0 号
○ ○ × ○

屋内 ○ ○
○

2階以上
○ ○

屋内スポーツセンタ ー
駐車場 屋外

泉町2 番3 2 号
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ × ○

なかよし 児童公園 屋外 泉町5 7 2 番地 ○ ○ × ○

よし いけ公園 屋外 今石動町2 丁目2 3 9 番地 ○ ○ × ○

石動高等学校
グラ ウンド 屋外

西町6 番3 3 号
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

石動小学校
グラ ウンド 屋外

後谷1 1 5 1 番地
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

南谷公民館 屋内 安楽寺2 4 8 番地 ○ ○ ○ ○ ○

南谷運動広場 屋外 道坪野5 4 番地 ○ ○ ○ ○

大和ト ラ ンスポート 研修センタ ーあすなろ 屋内 道坪野8 6 9 番地2 ○ × × ○ ○
災害時協力協定
原則3 日間

教育センタ ー 屋内 岩尾滝1 0 7 3 番地 ○ × × ○ ○

岩尾滝く つろ ぎ交流館
グラ ウンド 屋外

岩尾滝1 2 4 0 番地
○ × × ○

屋内 ○ × × ○ ○

埴生保育所
遊技場 屋外

石坂1 番地
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

埴生運動広場 屋外 石坂1 番地 ○ ○ ○ ○

埴生公民館 屋内 石坂6 5 番地 ○ ○ ○ ○ ○

倶利伽羅源平の郷埴生口　 駐車場 屋外 埴生字谷内2 9 9 6 番地5 ○ ○ ○ ○

文化スポーツセンタ ー
芝生広場 屋外

埴生字八俵2 1 2 4 番地1
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

駅南第1 公園 屋外 綾子4 0 0 2 番地 ○ ○ × ○

大谷こ ども 園
グラ ウンド 屋外

野寺8 0 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

松沢公民館 屋内 赤倉1 0 6 番地 ○ ○
○

2階以上
○ ○
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施設名称 区分 所在地

災害別区分
指定

避難所
備考

地震 土砂 洪水
大規模
火災

松沢運動広場 屋外 赤倉1 0 1 番地1 ○ ○ × ○

農村環境改善センタ ー 屋内 鷲島3 8 番地1 ○ ○ × ○ ○

正得公民館 屋内 道明1 1 9 番地 ○ ○ × ○ ○

正得運動広場 屋外 道明1 2 9 番地 ○ ○ × ○

水落大谷記念公園 屋外 水落1 0 4 番地 ○ ○ × ○

荒川公民館 屋内 芹川1 8 4 番地 ○ ○ × ○ ○

荒川運動広場 屋外 芹川1 8 2 番地 ○ ○ × ○

東部小学校
グラ ウンド 屋外

西中野3 2 0 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○
○

2階以上
○ ○

東部公民館 屋内 桜町1 2 8 4 番地 ○ ○ × ○ ○

道の駅
メ ルヘンおやべ

駐車場 屋外
桜町1 5 3 5 番地1

○ ○ × ○

屋内 ○ ○ × ○ ○

桜町JO M O N パーク
広場 屋外

桜町字中出1 7 1 6 番地1
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

宮島運動広場 屋外 糠子島3 2 2 番地2 ○ × × ○

宮島公民館 屋内 了輪1 8 番地 ○ × × ○ ○

北蟹谷公民館 屋内 末友2 7 番地 ○ ○ ○ ○ ○

北蟹谷運動広場 屋外 末友2 7 番地 ○ ○ ○ ○

北蟹谷スポーツセンタ ー 屋内 末友2 6 番地 ○ ○ ○ ○ ○

大谷中学校
グラ ウンド 屋外

金屋本江6 3 0 番地
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

大谷小学校
グラ ウンド 屋外

水牧1 0 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

ST物流サービス小矢部物流センタ ー 屋内 水牧1 2 3 番地 ○ ○ ○ ○ ○
災害時協力協定
原則3 日間

若林運動広場 屋外 西中2 0 9 番地 ○ ○ × ○

若林運動広場体育館 屋内 西中2 0 9 番地 ○ ○ ○ ○ ○

小矢部園芸高等学校 屋内 西中2 1 0 番地 ○ ○ ○ ○ ○

若林公民館 屋内 下中1 番地 ○ ○ ○ ○ ○

津沢コ ミ ュ ニティ
プラ ザ

駐車場 屋外
清水3 6 9 番地1

○ ○ × ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○ 津沢公民館含む

津沢第3 児童公園 屋外 岩武字東島8 3 6 番地1 ○ ○ × ○

津沢小学校
グラ ウンド 屋外

新西2 2 2 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ × ○ ○

津沢運動広場 屋外 津沢7 9 2 番地 ○ ○ × ○

津沢中学校
グラ ウンド 屋外

清沢1 2 3 1 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ × ○ ○

と なみ野高等学校
グラ ウンド 屋外

清水9 5 番地1
○ ○ × ○

屋内 ○ ○
○

2階以上
○ ○

南部公民館
駐車場 屋外

興法寺2 1 3 番地2
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

水島公民館 屋内 水島1 0 9 番地1 ○ ○
○

2階以上
○ ○

水島運動広場 屋外 水島1 0 9 番地1 ○ ○ × ○

水島スポーツセンタ ー 屋内 水島1 0 9 番地1 ○ ○ × ○ ○

薮波公民館 屋内 浅地6 7 2 番地1 ○ ○
○

2階以上
○ ○

薮波スポーツセンタ ー 屋内 浅地6 7 2 番地1 ○ ○ × ○ ○

薮波運動広場 屋外 浅地6 7 2 番地1 ○ ○ × ○

サイ ク リ ングタ ーミ ナル

ソ フ ト ボール場 屋外

浅地字浄土寺1 1 9 番地9

○ ○ ○ ○

多目的グラ ウンド 屋外 ○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

株式会社 北陸LIXIL製作所 小矢部工場 屋内 浅地1 3 0 番地 ○ ○ ○ ○ ○
災害時協力協定
原則3 日間

東蟹谷公民館 屋内 藤森5 2 7 7 番地1 ○ ○ ○ ○ ○

東蟹谷運動広場 屋外 藤森5 2 7 7 番地 ○ ○ ○ ○

蟹谷小学校
グラ ウンド 屋外

平桜字岡山8 0 番地
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

蟹谷こ ども 園
グラ ウンド 屋外

平桜6 0 5 5 番地
○ ○ × ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

蟹谷中学校
グラ ウンド 屋外

藤森6 0 番地
○ ○ ○ ○

屋内 ○ ○ ○ ○ ○

長七製麺株式会社　 駐車場 屋外 津沢8 0 番地 〇 〇 × 〇 災害時協力協定

いなば農業協同組合　 旧正得支店 屋内 五社3 8 1 番地1 ○ ○
○

2階以上
○ ○

災害時協力協定
原則3 日間

株式会社ゴールド ウイ ン 屋内 清沢2 1 0 番地 〇 〇 × 〇 ○
災害時協力協定
原則3 日間

宗教法人聖泉寺 屋内 新富町4 番9 号 － － － － －
災害時協力協定
原則3 日間

2121

防
災
ガ
イ
ド


